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本稿は、筆者が先に「色部氏年中行事」（以下『行事』
と略称）を素材として、中世末期から近世における年中行
（１）
事
の
変
容
過
程
を
史
料
論
の
立
場
か
ら
考
察
し
た
別
稿
の
続
編
で
あ
る。そ
も
そ
も
『
行
事
』
な
る
史
料
は
、
中
世
末
期
の
国
人
領
内
に
お
ける家中・領民・在地の民俗等に豊富な記載を持つ史料で
あるが、従来の『行事』研究では、当該史料中の人物や表
記の一部を検討するの糸で事足れりとしたり、或いは現存
（２）
する『行事』の伝本が近世のものであるにもかかわらず、
（３）
直
接
に
中
世
社
会
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。
そ
こ
で
別
稿
で
は
、
『
行
事
』
と
い
う
史
料
自
身
の
記
載
様
式
・
形
態
・
書
写
段
階
戦国期在地年中行事の再生産構造（長谷川）
は
じ
め
に
戦
国
期
在
地
年
中
行
事
の
再
生
産
構
造
ｌ
近
世
に
お
け
る
「
色
部
氏
年
中
行
事
」
の
成
立
と
伝
来
Ｉ
の
吟
味
を
行
な
い
、
中
ｌ
近
世
移
行
期
の
色
部
氏
家
中
の
動
向
と
人
物
比
定
等
諸
々
の
点
か
ら
『
行
事
』
の
再
評
価
を
試
承
、
次
の
よ
う
な結論を得た。
すなわち、『行事」という史料には記事の内容描写と作
成年代に相違があり、記事自体が表わしているのは、慶長
三
（
一
五
九
八
）
年
を
下
限
と
す
る
国
替
え
直
前
の
中
世
最
末
期
越
後
国
色
部
領
の
姿
で
あ
る
が
、
帳
簿
ｎ
体
の
成
立
は
そ
の
時
点
以
降
であり、近世の武家社会中の所産であることを指摘した。
そ
こ
で
、
前
稿
を
受
け
て
本
稿
で
の
課
題
は
、
中
世
末
期
の
在
地
社会で機能していた年中行事が、八中世から近世へという
社
会
構
造
の
変
化
の
中
で
如
何
な
る
段
階
を
経
て
近
世
社
会
で
再
生
産
さ
れ
、
変
質
を
遂
げ
伝
承
さ
れ
て
い
っ
た
か
ｖ
を
、
年
中
行
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る
史
料
成
立
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
考
察
し
て
ゆ
く
こ
と
長
谷
－
－
－
－ 川
仲
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で
あ
る
。
考
察
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
は
、
三
点
あ
る
。
①
な
ぜ
『行事』は越後時代の姿を描写しているのか、②『行事』
なるハ帳簿史料ｖとしての成立（Ⅱ祖本成立）は何時か、
③現存する色部本・米沢本『行事』の成立事情はどうか、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
別
稿
で
は
近
世
に
お
け
る
『
行
事
』
と
い
う
史料自体の成立について言及し得なかったからである。
また、殊に社会構造変化を踏まえる時、以下の視点にも
留意すべきである。まず、中世の武士団は「兵農分離」を
経
て
、
如
何
に
し
て
近
世
の
武
士
団
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
か
と
（４）
いうことである。従来、国替崖えに伴う兵農分離は、在地の
「百姓」側の問題が主に論じられてきた反面、大名に臣従
し
て
い
っ
た
「
武
士
（
陪
臣
団
上
側
は
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
拙
稿
で
は
兵
農
分
離
を
武
士
の
側
よ
り
見
る
こ
と
に
よ
り
、
中
世
期
の
国
人
領
主
層
で
あ
っ
た
色
部
氏
と
そ
の
家
中
が、国替えによって給地の宛行を受け移住していった過程
を、その際の年中行事の変化と近世の陪臣団秩序の形成過
程から考えてゆきたい。
さらに、ここで視野に入れておくべきことは、近世大名
の家臣団統制とのかかわりである。つまり、近世の重層的
な社会秩序からすると、色部氏家中は陪臣団として属した
米沢藩主上杉氏の家臣団統制に影響を受け、それ故に上杉
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氏の彼の地における近世武士団としての定着過程が色部氏
に
も
あ
て
は
ま
り
、
そ
れ
が
『
行
事
』
に
成
立
と
も
深
く
関
わ
っ
て
いくことになる（後に詳述）。
な
お
そ
の
上
に
も
う
ひ
と
つ
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
「行事』に見える領主支配関係を示す作法は、近世になり
米
沢
へ
移
っ
て
も
色
部
「
家
」
の
行
事
と
し
て
続
け
ら
れ
た
こ
と
（５）
が、「年中家風之行事」（色部至長撰・天明六（一七八六）年
十二月吉辰の奥書あり、色部正長氏所蔵、以下『家風』と
（６）
略称）と、「当家一一一一口伝之口叩々覚書」（色部隆長記・宝暦年間
成立、米沢市立図書館所蔵、以下『当家』と略称）等にょ
（７）
って知られることである。既に中野］旦任氏は、「行事』の
内
容
を
中
世
越
後
時
代
の
年
中
行
事
と
見
て
、
近
世
に
お
け
る
色
部
「家」の年中行事との類似性を説かれた。しかし、これら
をストレートに結びつけて、中世越後色部領における年中
行事は斯くあったと一一一一口うことは出来ない。むしろ、これら
の
近
世
の
年
中
行
事
と
の
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
相
関
関
係を明らかにすることによって、『行事』成立の意義も解
明
で
き
る
と
思
う
。
以下綾説する「行事』についての分析は、上杉氏ととも
に転封を重ねた色部氏が近世社会に定着し、年中行事を再
生産させてゆく過程を検証することにあるが、検証を通じ
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色
部
氏
の
「
御
館
様
」
で
あ
っ
た
戦
国
大
名
上
杉
氏
は
、
慶
長
三
年正月に会津一二○万石の地へ国替えされ、慶長五（一六
○
○
）
年
の
関
ヶ
原
合
戦
で
は
豊
臣
方
に
与
し
て
奥
羽
で
徳
川
方
と
対
陣
し
た
た
め
、
翌
年
八
月
米
沢
（
現
山
形
県
米
沢
市
）
へ
三
○
万
石に減封され移動した。この過程における上杉氏の家臣団
統
制
上
の
特
徴
は
、
越
後
↓
会
津
↓
米
沢
へ
と
上
杉
景
勝
に
臣
従
し
て
き
た
家
臣
団
を
召
放
しⅡ牢人化することなく、給人知行地
を
１
／
３
に
減
禄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
米
沢
へ
召
し
連
て①「中世から近世への連続面での年中行事の変質と再生
産
の
過
程
」
、
及
び
②
「
重
層
的
な
武
家
儀
礼
の
体
制
と
そ
の
運
用
シ
ス
テ
ム
」
を
解
明
し
、
さ
ら
に
は
近
世
社
会
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
変質を、現存する「行事」伝本の書写段階での意識を通じ
て
素
描
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
行
事
』
と
い
う
史
料
の
持
つ
本
質
的
な
性
格
を
評
価
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
で
は
行
論
の
順
序
と
し
て
、
色
部
氏
自
身
が
一
家
臣
で
あ
っ
た近世米沢藩上杉氏家中の年中行事再生産の様相を一瞥し
た
上
で
、
色
部
氏
の
そ
の
実
態
と
、
色
部
本
・
米
沢
本
の
祖
本
と
な
る
べ
き
『
行
事
』
の
帳
簿
自
体
の
成
立
と
の
関
係
に
言
及
し
て
ゆ
こ
（８）
う
。二
近
世
米
沢
藩
に
お
け
る
上
杉
氏
家
中
年
中
行
事
の
様
相
戦国期在地年中行事の再生産構造（長谷川）
れたことである。すなわち》家臣団の構成は知行高が減っ
ても基本的には越後以来変化がなかった。かかる米沢藩制
初期には、景勝ｌ直江兼続体制が越後時代同様に機能した
ので、家臣団統制を始めとする藩制秩序のあり方も越後時
代の遺制が利用された。
殊
に
、
米
沢
藩
の
家
臣
団
秩
序
は
、
越
後
時
代
の
長
尾
為
簸
・
上
杉
謙
信
期
に
見
ら
れ
る
一
族
客
将
・
国
衆
・
譜
代
と
い
う
家
格
に
そ
（９）
の
淵
源
が
求
め
ら
れ
、
上
杉
氏
と
の
臣
従
関
係
を
背
景
に
し
て
、
礼
式
や
贈
答
の
場
合
に
家
格
や
上
杉
氏
と
の
縁
故
・
戦
功
の
度
合
に
よ
り
一
定
の
例
規
（
作
法
）
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
秩
序
は
、
二
代
藩
主
定
勝
に
よ
り
寛
永
三
（
一
六
二
六
）
年
正
月
の
侍
組
席
次
（、）
制
定
に
お
い
て
固
定
化
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
一
同
家
Ⅱ
親
族
衆
・
越
後
国
衆
・
信
濃
国
衆
・
国
衆
分
家
と
い
う
序
列
が
ゑ
ら
れ
、
そ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
は
多
少
の
変
動
が
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
中
世
の
家
臣
団
秩
序
が
継
承
さ
れ
て
い
た
。
な
お
か
つ
、
定
勝
治
世
に
は
寛
（、）
永
一
六
年
に
名
家
の
引
立
て
・
再
興
も
行
な
わ
れ
、
米
沢
藩
家
臣
団
（⑫）
の
秩
序
と
家
格
が
制
度
化
さ
れ
て
い
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
一
方
、
こ
の
家
臣
団
を
統
制
し
て
ゆ
く
た
め
に
、
上
杉
氏
は
「
家
（旧）
中
捷
」
等
の
法
令
発
布
と
と
も
に
、
宗
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
政
策
上
で
も新たな結集方式を試ゑていた。それは旧地越後に所在す
る
寺
社
を
米
沢
に
移
築
し
、
当
地
で
越
後
時
代
と
同
様
の
儀
礼
の
復
一
一
一
一
一
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興や米沢で新たな儀礼を創出したのゑならず、これらの儀
礼・法会の執行に家臣団を強制的に参加せしめた。かくて
越後以来の宗教儀礼関係は近世社会のものとして再構築さ
れ、かつまた家臣団統制もかかる宗教儀礼の中で強固な主
従関係の存在を意識させ、固定化していったのである。
八
史
料
一
Ｖ
〔ａ〕（慶長十七年）八月二日付上杉景勝書状写（『上
杉家御年譜』三）
御廟髪許江移候儀、其元之衆切々催促付而、無是非此
方江移申侯、左様候得者、路次中又其元為始末、岩井
・山岸・廣居差越候、様子委曲申付侯、御棺掘出、別
而空殿栫、其儘入御棺候而、路次中自由候様、堅可申
付候、両三人之衆茂俗者構中間布候間、能化衆又丁寧
成出家衆兼被仰付、彼者共申様可被成候、少茂如在之
御心入候者、忽御罰可被相蒙候、無申迄候得共、能々
入念尤候、身之相越儀候者、直越其段可申付之処、左
様不成事候問、不及是非候、手前見申候而申付候通、
能々入念侯事肝要侯、猶又五郎堅申含候、謹言、
（慶催十七年）
（上杉）
八
月
二
日
景
勝
大
乗
寺
妙
観
院
法
政
史
学
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四
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三
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正Ｆ御夫達侍諸大御月，－，大Ｉｉｌ々ア頭東社慶乗御不堂元ヨ刀役ヘリ三町御雲寺餘識御日年鼻鑪琴iii串1騨蟇篝壽臺害／￣、御中 編liW’$製:醸臺:臺壜式甚略、＿〆 喰ｉｉｉ］神領r串葦:型摘年白 局零幸城老行ﾌﾞ成寄子型下大大代金ニョサ筒明百百
リー ノレ頭ネIド疋疋
畳 御ヘツ
使南目Ｌ
番鏡
へ￣
鉄）二十
砲ツ
ノＬ
令
一
四
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御側役持出奉行披露
御ニノ間三畳且
太刀目録御盃｛蠅舸餓躯調テ
（下略）
すなわち、慶長一四（一六○九）年、藩主上杉景勝は米
沢城一一之丸の一廓に廟堂を建立し始め、同一七年三月に
「御堂」本殿が落成した後、もと越後春日山（現新潟県上
越
市
）
に
あ
っ
た
「
御
棺
」
Ⅱ
上
杉
謙
信
の
遺
骸
を
当
地
へ
安
置
し
（史料［ａ〕）、以後ここに上杉氏歴代の位牌壇を設けて、
（皿）
家中に対して御堂への勤行出仕を厳命した。式）らに、史料
一〔ｂ〕から理解されるごとく、元旦の藩主御堂御参詣に引
き
続
き
、
有
力
寺
社
へ
の
重
臣
厨
代
参
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
う
え
で
「御祝ノ御酒御喰摘」が家中各々の属する家格序列の場で
行
な
わ
れ
、
家
臣
か
ら
藩
主
へ
新
春
の
御
祝
儀
と
し
て
太
刀
目
録
や
（嘘）
扇子の進上がなされた。年｛た、毎年正月一一一日は御堂への
（脳）
諸士参詣［口と定められていた。御堂参詣に関する行事は毎
（Ⅳ）
月延べ一五日以上を数上え、これが米沢藩上杉氏家中におけ
る
宗
教
儀
礼
の
中
核
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
る
に
、
か
か
る
儀
礼
は
、
家
格
と
い
う
不
可
視
な
存
在
を
座
席
位
置
や
礼
拝
日
を
区
別
す
る
こ
と
に
よ
り
、
目
に
見
え
る
形
に
置
き
換
え
る
機
能
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
御
堂
に
お
い
て
勤
行
を
務
め
た
の
が
、
越
後
時
代
戦国期在地年中行事の再生産構造（長谷川）
に謙信が深く帰依し》春日山から米沢へ移築された真言宗
「十一ヶ寺」「九ヶ寺」と称された古刹群であった。就中、
二ヶ寺筆頭の法音寺。大乗寺（前掲史料一〔ａ〕で重要な
役割を演じていた）ならびに蔵王堂は、藩祖たる長尾氏時
代
以
来
の
曲
縁
深
く
、
当
地
で
も
保
護
を
受
け
て
寺
領
を
下
付
さ
（旧）
れ、藩内寺院中最声同の権威を誇った。また、上杉家連枝等
の菩提寺として歴代藩主の仏参が恒例行事で行なわれ、寺
領や法会料等が下されて保護を受けた寺院に、臨済宗法泉
寺。浄土宗極楽寺・蒋洞宗林泉寺等があるが、これらもす
べて越後から移ってきた寺院群である。彼等は上杉氏家臣
をも檀越として繁栄したが、毎年正月七日の寺院登城の節
における各寺の席次に見られるごとく、彼等の中でも寺格
（い）
秩
序
が
厳
し
く
定
め
ら
れ
て
い
た
。
このように近世米沢藩当主上杉氏の年中行事は、越後時
代の寺院を移築し、中世以来の法会等を継承、或いは米沢
に移動した後に中世期の上杉氏の菩提を弔う形で新たな宗
教儀礼を創出しつつ、家臣団を参加せしめることによって
「聖」的世界を中心とした行事体系が整備されていった。そ
のことは反面において家臣団の「俗」世界の秩序階梯を鏡
に映したものであり、「聖」「俗」双方の秩序機能が一致し
て
こ
そ
、
家
中
統
制
が
完
結
す
る
武
士
団
結
合
の
本
質
の
一
面
を
よ
五
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（、）
／、｜示していよう（図参照）。
以
上
の
事
柄
よ
り
し
て
、
米
沢
藩
に
お
け
る
家
臣
団
秩
序
と
そ
れ
を
体
現
す
る
年
中
行
事
の
源
泉
は
、
越
後
時
代
の
秩
序
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
上
杉
景
勝
に
よ
り
着
手
さ
れ
、
その基本形が近世の藩制秩序に規定された武家の年中行事
図近世大名家臣団の分析モデル 法
政
史
学
第
四
十
三
号○ 田
（竃
ﾛ
（１）上杉・色部両氏の転封過程と兵農分離
前述の如き社会変化、特に近世初期上杉氏家中の秩序形
成史の流れの中に、色部氏家中（陪臣団）の統制策を位置
付
て
ふ
る
な
ら
ば
、
色
部
氏
も
ま
た
中
世
の
年
中
行
嚇
の
内
容
を
継
承
し
つ
つ
、
当
主
上
杉
氏
の
影
響
を
受
け
て
変
化
が
生
じ
た
と
推
定
す
る
こ
と
は
無
理
で
は
な
い
。
し
か
も
、
他
の
上
杉
氏
家
中
同
様
に
兵
農
分
離
を
経
験
し
た
近
世
武
士
団
の
一
員
で
あ
っ
た
こ
と
は
再
言
す
る
ま
で
し
な
い
。
慶
長
三
年
正
月
、
上
杉
氏
は
豊
巨
氏
に
よ
り
突
然
「
会
津
江
国
（、）
替」を命じられた。秀士ロから景勝に与えられた朱印状によ
れば、国替えでは家臣はもちろん、武家奉公人は全て移住
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
、
一
方
田
畑
を
持
ち
年
貢
を
納
め
て
い
る
百
姓は移動が禁じられている。これがいわゆる兵農分離の原
則
で
あ
る
が
、
越
後
か
ら
会
津
領
へ
の
移
動
は
一
片
の
法
令
通
り
に
（皿）
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
困
難
を
伴
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
国
替
え
に
臣
従
し
て
祖
先
相
伝
の
所
領
を
初
め
て
離
れ
て
別の土地へ移住していった、中世期の国人領主層を中心と
と
し
て
制
度
化
し
て
い
っ
た
の
は
、
藩
制
の
画
期
と
な
っ
た
寛
永
期
を中心とする定勝治世下である。
三
近
世
成
立
期
に
お
け
る
年
中
行
事
の
機
能 一一一一〈
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す
る
大
身
家
臣
と
そ
の
被
官
人
達
は
、
如
何
に
兵
農
分
離
と
対
応
し
、
新
天
地
に
定
住
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
時
、
色
部
氏
は
潰
賜
郡
金
山
城
番
（
現
山
形
県
南
陽
市
）
と
なり、慶長三年一一一月末までには北条荘宮内郷を中心とする
（羽）
地域に一万石を与愛えられて移転した模様である。その際、
色
部
氏
家
中
に
お
い
て
も
最
終
的
に
は
二
百
余
名
も
の
陪
臣
団
と
総
（Ⅸ）
勢千人にも上るその一族・奉公人が移住した。しかも、この
金山城番期は色部氏家中にとっては当主不在期であった。
朝鮮出兵中の文禄元（一五九一一）年に当主長真が死去し、
後
嗣
光
長
は
米
沢
転
封
後
の
慶
長
七
年
に
至
っ
て
元
服
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
越
後
か
ら
金
山
へ
の
国
替
え
前
後
の
期
間
に
は
、
光
長
は
未
だ
幼
名
の
龍
松
丸
を
名
乗
っ
て
お
り
、
色
部
氏
家
中
の
後
見
人
に
（妬）
よ
り
家
政
が
運
営
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
う
塗
え
、
越
後
時
代
か
ら
後
見
役
を
務
め
て
い
た
一
族
の
色
部
長
影
が
国
替
え
直
後
に
没
し
た
た
め
、
そ
の
後
は
や
は
り
親
族
衆
の
一
人
牛
屋
五
兵
衛
長
要
が
こ
れ
に
代
わ
っ
た
よ
う
で
、
慶
長
五
年
の
合
戦
中
は
彼
が
上
杉
氏
の
軍
役
衆
（恥）
と
し
て
色
部
勢
の
大
将
分
で
あ
っ
た
。
か
か
る
不
安
定
な
色
部
氏
家
中
を
蔭
に
支
え
て
い
た
の
が
、
上
杉
景
勝
の
執
政
で
あ
っ
た
直
江
兼
続
で
あ
る
。
そ
れ
は
戦
国
末
期
景
勝
政
権
下
、
特
に
天
正
一
五
二
五
八
七
）
年
の
新
発
田
重
家
の
討
滅
以
後
、
譜
代
の
直
江
兼
続
に
対
し
て
外
様
（
揚
北
衆
）
代
表
の
色
部
長
戦国期在地年中行事の再生産構造（長谷川）
（〃）
真
が
上
杉
氏
の
領
国
支
配
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
長
真
の
政
治
的
地
位
上
昇
に
よ
り
、
兼
続
と
の
関
係
も
深
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う。実際長真は遺一一一一口中に兼続との縁組契約と、景勝への家
（湖）
中の取り成し依頼を書当ご残した。そして、遺児光長（龍松
丸
）
は
兼
続
の
庇
護
を
受
け
て
成
長
し
、
元
服
の
際
に
は
兼
続
か
ら
（四）
一宇を貰って、当初「綱長」Ｌ」名乗った。とすると、新しい
会
津
領
支
配
の
中
心
役
を
担
っ
た
兼
続
が
米
沢
に
配
さ
れ
た
の
と
、
色
部
氏
が
直
江
氏
と
同
じ
置
賜
郡
内
の
金
山
に
移
封
さ
れ
た
の
は
、
単
な
る
外
様
と
重
臣
の
抱
合
せ
政
策
に
と
ど
ま
ら
な
い
両
者
の
強
い
結
び
付
き
が
も
た
ら
し
た
結
果
の
可
能
性
も
あ
る
。
と
は
い
え
、
越
後
時
代
は
独
自
の
領
主
権
を
行
使
し
た
色
部
氏
も
、
長
真
死
後
の
当
主
不
在
期
に
兼
続
の
影
響
下
に
置
か
れ
、
次
第
に
新
時
代
の
体
制
に
編
入
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
周
知
の
ご
と
く
慶
長
三
年
八
月
会
津
国
替
え
数
ヶ
月
後
に
し
て
豊
臣
秀
吉
が
他
界
し
、
豊
臣
政
権
は
そ
の
主
導
権
を
巡
っ
て
混
迷
す
る
。
そ
の
中
で
五
大
老
の
一
人
で
あ
っ
た
上
杉
景
勝
は
徳
川
家
康
と
対
立
し
、
関
ヶ
原
合
戦
後
の
慶
長
六
年
八
月
、
会
津
一
二
（釦）
○万石から米沢一二○万石に減封された。と同時に色部氏ｊも
（、）
知
行
高
を
１
／
３
に
減
雨
し
ら
れ
移
住
し
た
。
前
述
の
よ
う
に
上
杉
氏
は臣従する家臣をすべて米沢へ移住させたため城下の膨張
は
著
し
く
、
全
家
臣
団
を
こ
こ
へ
集
住
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
七
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た。その対応策として上杉氏は、給人家臣に対し郊外の給
地
を
与
え
て
開
発
を
奨
励
し
、
下
級
家
臣
や
陪
臣
を
そ
こ
に
住
ま
わ
（釦）
せ
た
。
彼
等
は
在
郷
家
臣
と
呼
ば
れ
、
一
部
は
農
作
業
に
従
事
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
か
る
対
象
と
な
っ
た
の
は
上
杉
氏
直
臣
の
所
謂
原
方
郷
士
と
、
越
後
時
代
揚
北
地
方
に
割
拠
し
た
外
様
的
大
身
家
臣
（認）
の陪臣団である。
色
部
氏
の
場
合
も
下
屋
敷
設
定
と
家
臣
の
居
住
地
の
た
め
給
地
が
与
え
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
陪
臣
達
に
割
り
当
て
開
発
を
始
め
た
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
た
米
沢
郊
外
窪
田
の
地
で
あ
つ
（鈍）
た。
（一一脱）
’千三百淵三石Ⅶ這窯仁石繍色部長Ⅲ （光長）
（弱）
寛
永
一
六
（
一
六
三
九
）
年
の
窪
田
村
検
地
帳
や
同
村
の
「
番
所
絵
図
」
を
閲
す
る
と
、
窪
川
村
の
八
○
％
以
上
は
色
部
氏
知
行
地
で
あ
り
、
「
家
中
開
分
」
の
手
作
地
名
請
人
や
屋
敷
名
請
人
を
見
る
と
、
士
分
の
名
は
ゑ
な
越
後
色
部
氏
時
代
の
家
柄
名
で
あ
り
、
し
か
も
同
様
に
旧
地
に
あ
っ
た
寺
社
も
既
に
移
転
し
て
い
た
こ
と
が
読
承
取
れ
る
（
後
に
颪
述
）
。
こ
の
絵
図
の
中
に
は
、
ま
さ
し
く
米
沢
藩
当
主
上
杉
氏
と
同
一
の
手
法を用いた色部氏の重層的な家中統制の
実
態
が
感
じ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
窪
田
村
の
中
に
は
在
方
法
政
史
学
第
四
十
三
号
（２）『行事』の成立と色部氏の給地支配
と
こ
ろ
で
叙
上
の
現
実
下
、
近
世
の
色
部
氏
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
出
来
事
が
あ
っ
た
。
慶
長
六
年
窪
田
村
を
給
付
さ
れ
た
翌
とは区別された「家中」と呼ばれる色部氏の在郷給人集落
が形成された。
さ
ら
に
、
色
部
氏
は
自
己
給
人
領
内
で
は
米
沢
藩
の
枠
内
と
い
う
（妬）
限
定
付
き
で
、
検
地
役
人
の
竿
入
れ
禁
止
や
給
地
に
お
け
る
代
官
支
（町）
配
の
排
除
Ⅱ
不
人
権
の
保
持
が
詞
い
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
一
見
、
中
世
色
部
領
の
世
界
が
近
世
の
窪
田
村
で
も
展
開
し
た
ご
と
く
見
紛
う
が
、
彼
等
は
兵
農
分
離
を
経
て
便
宜
的
に
在
村
し
農
業
に
従
事
す
る
米
沢
藩
の
地
方
知
行
制
に
組
糸
込
ま
れ
て
い
た
だ
け
で
あ
り
、
本
質
的
に
は
扶
持
米
取
り
の
近
世
武
士
団
に
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
度
の
国
替
え
を
経
た
慶
長
期
は
お
ろ
か
寛
永
期
に
至
っ
て
も
右
の
状
況
が
存
在
し
て
い
る
事
実
か
ら
推
し
て
、
近
世
前
期
に
米
沢
藩
の
ご
と
く
削
減
さ
れ
た
領
地
に
大
量
の
家
臣
団
が
移
住
し
た
よ
う
な
時
、
新
天
地
に
十
分
な
受
け
皿
が
用
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
、
武
士
の
城
下
集
住
と
い
う
兵
農
分
離
の
原
則
は
揺
ら
い
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
諸
藩
の
地
方
知
行
制
の
存
在
理
由
を
か
か
る
観
点
よ
り
再
考
し
て
ふ
る
仙
仙
は
あ
る
が
、
論
旨
か
ら
離
れ
る
の
で
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
。
八
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年、色部龍松丸が元服して綱長（後に光長）を名乗り諺父
長真没後一○年程空白であった当主の座を名実ともに占め
（犯）
た
こ
と
で
あ
る
。
後
に
近
世
色
部
氏
中
興
の
祖
と
意
識
さ
れ
た
光
長
が
成
人
し
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
同
家
と
そ
の
家
中
（
上
杉
氏
陪
臣
団
）
に
と
っ
て
は
近
世
の
幕
開
け
を
告
げ
る
象
徴
的
な
出
来
事
で
あ
った筈である。
さ
て
、
米
沢
藩
制
の
諸
秩
序
形
成
期
に
当
主
と
な
っ
た
光
長
の
肩
に懸かる課題は、①己が家中の統制と、②越後から召し連
れ
た
家
中
以
下
総
勢
千
人
も
の
処
遇
で
あ
る
。
後
者
の
課
題
を
強
い
て一一一一ｍうならば、新給地窪田村の開発に他ならない。短期川
に
転
封
を
繰
り
返
し
た
色
部
氏
家
中
に
は
、
か
か
る
変
則
的
な
地
方
知行の生活は三川から見ると時代の逆行であり、もし、色部
氏当主が家中の新たな秩序確立のために、形の上で往時の
経験や所産が生かしたとすれば、それは最も目に見える部
分での復興・援用であった可能性は高い。殊に、上述した
当主上杉氏の家臣団・寺社統制の実状を踏まえるならば、
彼の年中行事再編と同様に、色部氏においてもその再構成
が考えられる（勿論、再編成は年中行事以外にもあったで
あろう）。
と
す
る
と
、
米
沢
藩
制
初
期
特
に
直
江
兼
続
執
政
期
は
越
後
時
代
の
秩
序
が
踏
襲
さ
れ
、
色
部
氏
等
旧
国
人
層
出
身
家
臣
が
限
定
付
き
戦国期在地年中行事の再生産構造（長谷川）
とはいえ優遇された（前述）ことを前提に諺『行事』の持
つ本質的な意味を考え併せると、ここで「この儀礼は在地
領主の領域支配における心意統治技術なのだ」とする藤木
（鋤）
久士心・中野豈任氏の評価が想起される。筆者もこの解釈に
賛成であるが、さらにここで『行事』という年中行事の史
料としての評価を行なうならば、別稿で述べたごとく『行
事』という史料は、戦国期社会に存在していた普遍的な主
従制的結合と、その確認儀礼のための恒常的な貢納システ
ム↓儀礼の執行というサイクルの全休を核として、色部氏
の在地領主としての「心意統治の法」を表わしたものと理
解している。ざすれば、『行事』の存在意義は、『行事』そ
のものの中に領域支配のための具体的な手本・技術書Ⅱマ
ニュアルとしての意味があった、と考えることが出来る。
このように『行事』の意義を理解すると、なぜ当該史料
は越後時代の姿を描写しているのかという問題もおのずか
ら解けるであろう。すなわち、領主が新たな状況に直面し
た時、手本とすべき総体はすべてそこに含まれていたから
である、とゑてよいであろう。おそらく当主光長は給地窪
田村における家中統制・扶持・村落支配の基本方針を越後
時代の姿に求めたがゆえに、その集大成たる「行事」の祖
本となるものを編纂・記録させたのではあるまいか。そし
九
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て
、
こ
れ
を
も
こ
に
年
中
の
行
事
や
貢
納
関
係
・
人
的
関
係
を
機
能
せ
し
め
ん
と
し
た
に
相
違
な
い
。
そ
れ
で
は
、
実
際
に
『
行
事
』
の
内
容
と
色
部
氏
に
よ
る
窪
田
村
支
配
の
関
係
が
結
び
つ
く
か
否
か
、
検
証
し
て
承
よ
う
。
既
に
中
野
（㈹）
些二任氏が指摘したように『行事』に見塵える種々の儀礼は近
世の色部家内でも行なわれていたが、なかでも古書始め・
修正会・蘇民将来・巻数仮吊り等の儀礼には、中世同様に
色
部
氏
の
祈
願
寺
た
る
青
龍
寺
が
関
与
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
窪
田
村の絵図には『行事』に見える祈願寺の青龍寺・菩提寺曹洞
宗
千
眼
寺
・
同
浄
士
宗
弘
願
寺
、
そ
し
て
白
川
社
・
神
明
社
・
山
王
社
等
が
越
後
か
ら
勧
請
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
ち
な
糸
に
、
上
杉
・
色
部
氏
由
縁
の
寺
社
以
外
に
も
米
沢
へ
移
動
し
た
し
の
は
多
（似）
いｏこ
れ
ら
移
築
さ
れ
た
寺
社
群
は
、
勿
論
色
部
氏
の
手
厚
い
保
護
を
受けていた。例えば、菩提寺の千眼寺は元和一一一（一六一
七
）
年
、
「
点
衣
」
申
請
を
望
糸
上
洛
を
企
て
た
際
、
輪
旨
下
賜
を
円
滑
に
せ
ん
と
当
主
色
部
光
長
に
吹
挙
の
添
簡
を
求
め
た
。
そ
れ
に
対
し
て
光
長
は
、
千
眼
寺
住
持
は
関
東
に
て
間
違
い
な
く
修
行
し
、
法
会
等
の
執
行
に
も
熟
達
し
た
「
点
衣
」
の
輪
旨
を
頂
戴
す
る
に
ふ
（他）
さ
わ
し
い
者
と
保
証
し
て
い
る
。
か
か
る
寺
院
の
昇
進
手
続
き
に
際
し、当主が吹挙の副状を発給した事実を見ても、色部氏と
法
政
史
学
第
四
十
三
号
領内寺社との関係は浅くはなかった筈である。
また、次のような『行事』の利用法も窺える。
八
史
料
二
Ｖ
〔ａ〕『行事』（『県史」七二九～七一一一○頁）
年
々
正
月
一
日
よ
り
、
御
親
る
い
・
御
家
風
衆
、
春
之
御
礼
と
（椀飯）
し
て
参
上
の
時
、
わ
ふ
ば
ん
の
御
祝
、
御
酒
・
御
肴
之
次
第
日
記、
（日悦）
一
、
正
月
朔
、
田
中
・
今
泉
・
早
田
・
山
上
、
後
之
一
団
々
お
始
と
し
て
わ
ふ
ば
ん
御
座
敷
次
第
、
一、客居座上
主
居
座
上
一
、
東
彦
五
郎
「
田
中
左
近
将
監
（田中）
二
、
今
泉
犬
膳
亮
二
、
同
大
郎
左
衝
門
尉
（中略）
彼
之
面
々
ゑ
御
肴
丑
献
、
初
献
冷
酒
、
此
こ
ん
の
時
東
ひ
こ
五
郎
・
田
中
将
監
・
今
泉
大
膳
亮
、
此
三
人
の
か
た
ノ
ー
ゑ
一
度
つ
上
の
御
礼
被
成
候
、
す
な
わ
ち
め
し
あ
け
ら
れ
侯
て
被
下
侯
、
二
献
め
、
田
中
将
監
酒
ま
い
り
候
、
御
酌
申
き
れ
、
則
御
し
ゃ
く
被
下
候
、
三
献
め
、
今
泉
大
膳
さ
げ
参
候
、
同
御
酌
中
さ
れ
、
御
し
や
く
被
下
候
、
四
献
め
に
は
田
中
大
郎
左
衛
門
尉
酒まいり候、同御酌被申、即御しやくくたされ侯、
（下略）
四
○
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戦国期在地年中行事の再生産構造（長谷川）
〔ｂ〕『行事」（七一一一一一一～七三四頁）
（龍）
一、二一日之夜のわふはん御五献、初献冷酒、青滝寺ゑ
（輯）
御
礼
三
度
、
先
青
瀧
寺
被
召
上
、
其
以
後
殿
様
被
召
上
侯
、
何
も
又
七
し
ゃ
く
に
て
給
候
、
二
献
め
か
ん
し
ゆ
、
さ
う
二、三こんめに百性衆げわいおけの酒面へもたせ、
お
ゑ
ん
に
お
ゐ
て
本
百
性
之
お
と
な
し
を
ひ
き
お
は
や
し
、
御
ひ
き
さ
か
な
申
候
而
青
龍
寺
吉
書
ヲ
あ
そ
は
し
候
、
其
上
に
か
の
た
ひ
へ
の
御
冷
酒
・
さ
げ
に
て
又
七
し
ゃ
く
申
、
御
（館）
たち様めしあけられ、其後青龍寺被進侯、おのノー～
何
も
被
下
候
、
四
献
め
か
ん
し
ゆ
参
侯
、
御
す
い
物
の
さ
か
な――侯、是も何も被下候、五献め御ひき肴一一而、御
（館）
たち様直の御しやくにて一目龍寺へしんせられ、や主
中カミー束・扇子一本、御ひきいて物一一被進侯・其
後
被
召
上
か
さ
ね
て
御
し
や
く
被
成
候
、
田
中
・
今
泉
を
は
し
め
、
惣
躰
の
御
家
内
衆
に
め
し
出
被
下
侯
、
又
百
性
衆
前
代へ御酌不被下候へ共、長真様御代に被仰分候而、
何
も
御
し
や
く
被
下
候
、
又
青
龍
寺
初
献
之
御
肴
、
く
ぎ
や
う
に
て
白
木
の
こ
ぎ
、
同
四
に
て
四
シ
く
ミ
に
被
成
候
、
す
い
物
の
時
〈
宿
田
の
百
性
よ
り
上
侯
せ
り
を
り
う
り
な
さ
れ
出
候
、
又
御
吉
書
之
時
、
し
を
ひ
き
の
ひ
き
肴
の
時
者
青
龍
寺
へ
〈
何
な
り
共
と
り
あ
い
次
第
に
御
さ
か
な
出
候
、
〔ｃ〕『家風』『国人色部』所収）
吉
書
之
文
談
左
之
通
色
部
・
牛
屋
両
条
早
可
致
沙
汰
事
雑
三
箇
条
「
先
可
奉
崇
神
社
仏
寺
等
事
右神慮之威光者、人以崇敬増威、仏陀之興隆者、民以
勤行繁昌、然人民蒙福祐事、従上一人至下万民寿命千
年、従松柏奉陶米古跡、何息災延命恒受快楽状価如
件、
「
可
築
固
溝
池
堤
事
右
今
年
看
、
湛
池
堤
水
江
堀
流
安
任
溝
口
、
不
可
入
人
夫
之
（納）
（鍬）
力、早勤東作業、可励西蔵濃、取田夫鑑催植女苗、
本田満作、開発新田、可備数田公用状如斯、
（貢）
｜
、
不
可
為
御
年
貫
以
下
雑
米
等
未
進
事
右
今
年
者
、
庄
内
安
穏
五
穀
成
就
、
何
事
有
未
進
哉
、
価
庄
官
百
姓
等
此
旨
承
知
、
不
可
違
状
如
斯
年号月日
青龍寺
〔ａ〕は、正月朔日における「春之御礼」参上等に当主と家
中
の
側
で
執
り
行
わ
れ
た
椀
飯
の
様
相
で
あ
り
、
〔
ｂ
〕
は
正
月
三
日
に
お
け
る
当
主
・
家
臣
・
百
姓
・
寺
社
が
打
ち
揃
っ
て
行
う
椀
飯
と
そ
れ
に
続
く
吉
書
始
め
の
儀
式
記
事
で
あ
り
、
〔
ｃ
〕
は
そ
の
古
書
始
めに用いられた吉書文言である。そもそも椀（焼）飯という
四
一
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儀式は、〔ａ〕の如き年始の節目に共同飲食を通して当主が
家
中
と
の
主
従
関
係
を
フ
ィ
ジ
カ
ル
に
確
認
さ
せ
る
中
世
武
士
団
の
（蛆）
儀
礼
で
あ
る
が
、
〔
ｂ
〕
の
様
な
己
が
支
配
領
域
各
階
層
の
代
表
者
が
参
加
す
る
椀
飯
と
、
そ
の
最
中
に
挙
行
さ
れ
る
吉
書
始
め
式
を
見
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
単
な
る
年
甫
の
嘉
儀
を
表
わ
す
演
出
の
承
な
ら
ず
、
本
来
正
月
三
日
の
行
事
は
領
域
全
体
の
行
事
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
そ
の
証
拠
に
、
近
世
色
部
家
内
の
行
事
内
容
を示す前掲『当家』記事中には、毎年「正月一一一日、青龍寺
汐
古
来
汐
吉
書
之
儀
老
、
越
後
時
代
領
所
之
国
政
之
義
ヲ
年
始
故
、
祝
候
」
と
あ
っ
て
、
領
域
各
階
層
の
代
表
者
が
参
上
す
る
三
日
の
椀
飯
行
事
が
行
な
わ
れ
た
日
に
、
当
主
が
米
沢
窪
田
村
の
給
地
支
配
で
は
な
く
「
越
後
時
代
領
所
之
国
政
」
す
な
わ
ち
中
世
越
後
時
代
の
本
貫
地
た
る
「
色
部
・
牛
屋
両
条
」
の
国
政
を
祈
念
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
こ
の
意
味
は
〔
ｃ
〕
史
料
中
に
見
え
る
文
言
そ
の
も
の
に
相
違
な
く
、
な
お
か
つ
祈
願
寺
で
あ
る
青
寺
龍
が
「
古
来
汐
古
書
之
儀
」
を
祝
っ
て
、
古
書
を
作
成
し
読
承
上
げ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
史
料
〔
ｂ
〕
に
お
い
て
彼
の
寺
が
椀
飯
か
ら
吉
書
始
め
の
一
連
の
儀
式
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
か
ら
ゑ
て
も
、
色
部
家
の
深
い
信
仰
の
念
以
上
に
、
彼
の
寺
に
対
し
て
領
域
支
配
の
あ
る
部
分
に
関
し
て
重
要
な
役
割
を
委
ね
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
ゆ
え
に
こ
そ
、
先
に
ふ
た
ご
と
く
青
龍
寺
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
寺
社
法政史学第四十三号
勢力が越後色部領より移築・保護される必要があったので
はないのか。また。〔ｂ〕中の百姓をはじめとする諸階層の
区
別
意
識
こ
そ
兵
農
分
離
後
の
姿
と
も
解
釈
さ
れ
、
給
地
支
配
の
実
態が〔ａ〕の如き当主と家臣のみの関係になったがために、
色部光長は本来の領域支配の姿をもとにした新たな『行事』
の
再
生
産
、
つ
ま
り
当
主
と
家
臣
を
軸
に
し
た
近
世
武
士
団
と
し
て
の
主
従
関
係
の
確
認
方
法
を
『
行
事
』
の
中
に
求
め
た
の
で
は
あ
る
まいか。
こ
れ
ら
の
意
義
を
ま
と
め
て
い
う
な
ら
ば
、
正
月
三
日
の
行
事
と
は
、
「
年
始
」
と
い
う
機
会
を
捉
え
て
色
部
家
当
主
の
御
前
で
吉
書
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
全
家
中
を
「
代
始
」
に
擬
し
た
行
事
に
参
加
せ
し
め
、
越
後
以
来
の
主
従
関
係
が
現
実
の
も
の
と
し
て
体
感
で
き
る
よ
う
に
仕
組
ま
れ
た
、
近
世
武
士
団
結
集
の
場
面
で
あ
る
と
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
間
違
い
な
い
と
す
れ
ば
、
越
後
↓
会
津
↓
米
沢
へ
と
移
動
し
た
慶
長
期
を
中
心
と
す
る
藩
制
初
期
に
お
い
て
、
上
杉
氏
が
大
身
の
家
臣
を
優
遇
し
、
越
後
時
代
の
遺
制
を
温
在
さ
せ
た
事実（前述）は、色部氏にとっても前代の遺制再生産に有
利に作用したと考えてよかろう。そして、『行事』の成立も
か
か
る
背
景
の
中
で
理
解
で
き
る
の
で
あ
凡
か
の
祖
本
（
祖
形
と
言
う
べ
き
か
）
の
成
立
時
期
は
、
米
沢
窪
田
村
転
封
後
で
光
長
元
服
後
の
慶
長
七
年
を
余
り
下
ら
な
い
頃
と
ゑ
て
よ
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
四
二
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っ
て
、
別
稿
で
指
摘
し
た
結
論
で
あ
る
『
行
事
』
の
描
写
年
代
と
作
成
年
代
の
齪
齢
、
な
ら
び
に
中
世
末
期
か
ら
藩
制
成
立
期
の
越
後
と
米
沢
の
状
況
の
意
味
も
、
一
層
よ
く
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
ま
た
、
叙
上
の
段
階
で
成
立
し
た
『
行
事
』
の
祖
本
と
現
存
す
る
一
一
本
の
『
行
事
』
と
の
間
に
は
次
元
の
相
違
が
存
在
す
る
。
つ
まり、その違いとは『行事」の果たす機能が色部「家内」
の
ヒ
ヘ
ル
に
と
ど
ま
る
か
、
或
い
は
色
部
氏
の
「
給
地
全
体
」
に
関
わ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
現
存
す
る
「
行
事
」
二
本
の
様
相
を
見
る
限
り
、
近
世
に
お
い
て
少
な
く
と
も
二
段
階
以
上
の
変
化
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
際
に
念
頭
に
置
く
べ
き
こ
と
（必）
は、世代（特に越後時代出生者）の一父替と、二代藩主上杉
定
勝
治
世
下
に
お
け
る
藩
秩
序
の
整
備
に
よ
り
、
色
部
氏
の
保
持
し
ていた不人権等の諸特権も寛永一○（’六三一一一）年以降の
代
官
支
配
の
強
化
策
の
中
に
収
数
さ
れ
、
更
に
寛
文
期
の
削
封
（
後
述
）
を
経
て
、
一
七
世
紀
中
頃
に
は
給
地
の
支
配
も
急
激
に
変
化
を
遂
げ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
変
化
と
「
行
事
」
と
の
関
係
が
、
果
し
て
現
存
す
る
二
本
の
伝
本
か
ら
読
孜
解
け
る
か
、
次
節
で
素
描
し
て
ゑ
た
い
。
四
色
部
本
・
米
沢
本
『
行
事
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
別
稿
で
も
述
べ
た
が
、
現
在
伝
来
し
て
い
る
『
行
事
』
に
は
色
部
戦国期在地年中行事の再生産構造（長谷川）
本
・
米
沢
本
の
二
本
が
あ
り
、
そ
の
筆
跡
等
か
ら
色
部
本
は
色
部
隆
長
時
代
の
宝
暦
年
間
、
米
沢
本
は
色
部
至
長
時
代
の
天
明
年
間
ま
で
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
各
々
の
作
成
契
機
（
書
写
の
意図）は何であったのであろうか。
色
部
本
成
立
の
当
主
隆
長
の
頃
は
、
色
部
「
家
」
の
古
文
書
・
記
録
・
系
図
類
が
収
集
・
編
纂
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
隆
長
は
家
伝
文
諄
の
破
損
を
嘆
き
、
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
に
は
越
後
時
代
か
らの歴代当主・諸家の伝来文書を集めて「古案記録草案」
（妬）
三
冊
を
編
纂
し
、
同
時
に
系
図
の
整
理
も
行
な
っ
た
。
ま
た
、
先
に
掲
げ
た
越
後
や
米
沢
の
近
世
初
期
か
ら
自
家
に
伝
わ
る
年
中
行
事
・
家
臣
伝
・
祭
礼
・
由
緒
等
を
記
し
た
「
当
家
言
伝
之
品
々
覚
書
」
も
彼
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
「
年
中
家
風
之
行
事
」
も
隆
長
の
書
（妬）
写
で
あ
る
と
い
う
。
ま
さ
に
宝
暦
年
間
の
隆
長
期
は
、
色
部
氏
関
係
記
録
を
そ
の
ま
ま
に
残
す
と
い
う
強
い
意
志
が
表
出
し
た
一
大
編
纂
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
編
纂
契
機
を
考
え
る
た
め
に
は
、
前
述
の
一
七
世
紀
中
葉
上
杉
定
勝
期
以
降
の
上
杉
・
色
部
両
氏
家
中
の
近
世
武
士
団
と
し
て
の
在
り
方
と
、
そ
の
年
中
行
事
の
変
容
過
程
も
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
、
藩
制
前
期
の
転
機
と
な
る
事
件
が
上
杉
氏
自
身
に
惹
起
し
た
。
そ
れ
は
、
定
勝
の
遺
跡
を
八
歳
で
相
続
し
た
四
代
当
主綱勝が、寛文四（一六六四）年閏五月江戸にて急逝し、
四
一
＝
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〔色部氏関係略系図〕
第四十三号
毛
惟
四
郎
〉
Ｔ
ｌ
砿
※
印
本
稿
に
関
係
す
る
人
物
。
Ⅱ
線
養
子
と
し
て
家
督
を
継
い
だ者。註記は筆者が系図等から補入
｛洲鰍柿竝洲曙棚緬燗船舶川瓠烟叶隔蝿檸垪胴氏家系」｝
凰
金ｕｌ昌長園酢咄．安一臣
山
臣
Ｈ
絢
呼
く
こ
二
瓦
一
一
一
‐
工
＋
Ｉ
上
，
二
’
室
氏
相
Ｘ
ゴ
嗣
子
兄
弟
と
て
な
く
末
期
養
子
の
手
続
き
を
す
る
暇
も
な
く
、
上
杉
氏は御家断絶・改易の危機に瀕した。然るに、綱勝外舅た
る
会
津
藩
主
保
科
正
之
の
斡
旋
と
幕
閣
へ
の
奔
走
に
よ
っ
て
、
上
杉
氏は親類筋に当たる吉良義英三男三郎を綱勝生母である生
善院の養子とし、跡目を継がせ家名を伝えることが出来
た。この一連の経過ゆえ、以後の上杉氏と幕府の関係は強
まることになったが、反対に米沢藩は半知の処分を受け、
三○万石から一五万石の所領高に減封された。これが所謂
（灯）
寛
文
四
年
の
削
封
で
あ
る
。
こ
の
削
封
措
置
に
よ
り
米
沢
藩
家
臣
団
は
全
て
半
知
と
な
っ
た
が
、
こ
の
時
も
家
臣
の
召
し
放
ち
等
は
実
施
せ
ず
、
表
面
上
藩
の
家
臣
団
統
制
に
は
何
ら
変
化
は
承
ら
れ
な
か
っ
た
。
勿
論
色
部
氏
屯
給
（州）
地
半
減
の
上
、
一
六
六
六
石
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
翌
々
寛
文
六
年
上
杉
氏
と
ま
っ
た
く
同
じ
事
件
が
色
部
氏
当
主
を
め
ぐ
っ
て
起
こ
ったのである。
Ａ史料三Ｖ
色
部
家
来
共
訴
状
之
写
（
光
長
）
（
畠
長
）
色部長門、同安一房二代直子無之、以他家名字御取立難
（清長）
有
奉
存
候
、
然
所
、
剰
隼
人
若
年
二
而
病
死
仕
候
故
実
子
無
之
（安長）
仕
合
候
、
願
〈
隼
人
後
家
二
長
尾
権
四
郎
殿
御
次
男
又
四
郎
殿
（欠字）
御
取
合
、
名
字
相
続
於
被
仰
付
者
、
御
重
恩
可
奉
存
候
、
此
四
四
Hosei University Repository
旨被仰上可被下置候、価如件
（一一ハーハーハ）
寛
文
六
年
六
月
十
七
日
早
田
庄
左
衛
門
山上右兵衛
田
中
藤
兵
衛
田
中
武
右
衛
門
東
六
郎
兵
衛
小
嶋
次
郎
兵
衛
大
沢
半
之
丞
牛
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この訴状案に拠れば、色部長門（光長）・同安房（昌長）
に
は
実
子
が
な
く
、
養
子
を
迎
え
て
家
督
を
伝
え
て
き
た
が
、
隼
人
（
滴
長
）
が
寛
文
六
年
五
月
二
日
一
九
歳
で
病
死
し
て
し
ま
つ
戦国期在地年中行事の再生産構造（長谷川）
た。そこで色部家中は、昌長室の外舅であった武田氏と、
清長の室の外舅となる筈であった安田氏に相談し、隼人後
家
（
安
川
氏
女
）
を
昌
長
の
養
女
と
し
、
新
た
に
長
尾
権
四
郎
の
次
男又四郎（安長）と要せて名跡を存続すべく、千坂氏等上
（蛆）
杉氏奉行人に訴巽えたのである。この訴えは認められ、結果
長
尾
氏
と
の
姻
戚
関
係
に
よ
っ
て
色
部
氏
の
上
杉
家
中
に
お
け
る
地
位
は
相
対
的
に
上
昇
し
た
と
ふ
ら
れ
る
。
さて、長尾氏から入って家名を襲った色部安長時代は、
同
家
に
と
っ
て
も
『
行
事
』
編
纂
契
機
と
し
て
も
二
重
に
画
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
安
長
が
天
和
元
（
一
六
八
一
）
年
に
侍
頭
に
昇
り
、
さ
ら
に
元
禄
一
二
（
一
六
九
九
）
年
よ
り
一
八
年
に
わ
た
り
江
戸
定
（印）
詮
叩
の
家
老
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
か
か
る
出
世
は
色
部
家
の
政
治
的
立
場
が
向
上
し
た
た
め
で
あ
る
が
、
反
面
同
家
の
年
中
行
事
に
も
変
化
を
惹
起
せ
し
め
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
『
当
家
』
の
記
述
に
よ
る
と
、
毎
年
六
月
一
五
日
は
熊
野
神
社
の
祭
礼
が
執
り
行
わ
れ
、
「
弁
〈
赤
飯
を
上
下
祝
」
っ
て
い
た
が
、
安
長
の
代
に
江
戸
詰
と
な
っ
た
た
め
、
祭
礼
の
祝
い
は
「
家
内
」
の
祝
事
と
な
り
、
熊
野
神
社
の
祭
礼
に
は
代
参
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
事
実
は
、
当
該
神
社
の
承
な
ら
ず
色
部
氏
給
地
内
の
他
寺
社
と
の
年
中
行
事
と
そ
の
伝
承
意
識
の
変
質
に
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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な
お
ま
た
、
『
当
家
」
を
詳
細
に
紐
解
く
と
、
越
後
以
来
引
き
続
い
て
執
行
さ
れ
た
祭
礼
と
、
金
山
・
米
沢
へ
の
転
封
以
降
新
た
に
開
始
さ
れ
た
祭
礼
と
が
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
事
例
を
掲
げ
る
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
八αｖ八月一五日は八幡宮と白山社の祭礼で、白山別当が
大
乗
院
代
参
を
務
め
る
。
修
験
大
乗
院
と
白
山
別
当
は
代
々
兼
務
で、越後から米沢窪田村に勧請されて、祭礼等を「昔之通
（、）
続ヶ」ていたという。『行事」同日条には八幡宮・宿田之
白山社（やふさミまつり）での祭礼と供物上納の記事があ
る。また、神明社別当を務める船賦（布施）氏は、吉書始
め
・
巻
数
板
吊
り
・
修
正
会
等
の
際
に
年
男
を
務
め
た
が
、
こ
れ
は
（皿）
『行事』に見える布施又七の子孫と田心量されるから、この
行
事
も
越
後
以
来
の
由
来
を
持
つ
事
例
で
あ
る
。
こ
の
た
め
布
施
氏
は
越
後
よ
り
移
転
し
、
窪
田
村
に
は
神
明
社
が
建
立
さ
れ
た
と
い
う。以上の祭礼は、いずれもその意味で『行事』の記事通
り
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
八βｖ九月九日は白子大明神の祭礼であり、色部氏では
（田）
「全日汐八木一俵供米」を献納していた。白子大明神は米沢
の
由
緒
あ
る
神
社
で
、
色
部
氏
の
最
初
の
転
封
地
金
山
に
も
勧
請
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
先
の
熊
野
神
社
と
は
、
金
山
宮
内
村
に
鎮
座
す
（図）
る宮内熊野神社のことであるから、これも慶長三年以降の
法
政
史
学
第
四
十
三
号
祭
礼
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
さ
え
も
一
八
世
紀
後
半
に
は
既
に
「昔」からの祭りという意識でしか、色部氏当主には捉え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
八
γ
ｖ
と
こ
ろ
が
、
越
後
以
来
の
由
緒
を
持
ち
な
が
ら
、
米
沢
に
お
い
て
そ
の
存
立
基
盤
を
全
く
変
え
て
し
ま
っ
た
場
合
も
あ
る
。
『
行
事
』
に
も
そ
の
名
の
見
え
る
祈
願
寺
青
龍
寺
の
末
寺
最
明
寺
や
菩
提
寺
で
あ
っ
た
浄
士
宗
弘
願
寺
は
、
越
後
色
部
領
↓
金
山
↓
米
沢
窪
田
村
へ
と
移
転
し
た
が
、
米
沢
で
は
以
前
の
本
末
関
係
を
変
更
さ
せ
ら
れ
た
。
特
に
最
明
寺
は
住
寺
の
寺
格
に
成
り
難
し
と
さ
れ
、
寺
号
免
許までに粁余曲析があった。一方、浄士宗阿弥陀寺は中興
開
基
自
然
和
尚
が
、
越
後
の
弘
願
寺
に
あ
っ
た
本
尊
阿
弥
陀
如
来
を
米
沢
に
再
安
置
し
た
の
で
、
菩
提
寺
と
し
て
色
部
氏
よ
り
篤
く
取
り
立
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
同
じ
く
菩
提
寺
の
曹
洞
宗
千
眼
寺
は
、
色
部
氏
代
々
の
位
牌
所
で
越
後
か
ら
窪
田
村
へ
移
動
し
て
き
た
が
、
越
後
で
も
直
ぐ
様
再
興
さ
れ
た
の
で
、
色
部
光
長
の
位
牌
所
は
二
ヶ
所
存
在
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
様
に
光
長
の
父
長
真
が
奥
州
仕
置
の
際
、
出
羽
仙
北
郡
か
ら
勧
請
し
た
保
呂
羽
堂
も
越
後
と
米
沢
の
千
眼
寺
内
に
建
立
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
越
後
色
部
千
眼
寺
は
光
長
以
前
、
米
沢
窪
田
村
千
眼
寺
は
光
長
以
後
の
色
部
氏
代
女
の
当
主
位
（弱）
牌所として位置づけられた。そして、この区別は近世の当
主
は
光
長
を
以
て
祖
と
す
る
と
い
う
中
興
意
識
を
も
表
わ
し
て
い
よ
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シハノ○以上八αｖ～八７Ｖの事実か合、推して、色部氏の年中行
事
の
質
や
そ
の
執
行
者
は
越
後
↓
米
沢
へ
の
移
動
の
中
で
も
表
面
上
は祭礼の執行形態に変化がなくとも、内実は近世社会の枠
組
よ
の
中
で
規
制
を
受
け
て
変
質
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
行
事
の
執
行
者
が
越
後
以
来
の
有
力
寺
社
で
あ
っ
た
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
は
前
述
し
た
上
杉
氏
の
年
中
行
事
蕊
備
の
影
響
・
結
果
と
考
え
る以外にない。
ま
た
、
色
部
隆
長
が
記
録
し
た
と
さ
れ
る
『
当
家
』
や
『
家
風
』
の中では、「古来汐之嘉例」「旧例」「古法」等の表記が用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
叙
上
の
こ
と
か
ら
承
て
こ
れ
ら
は
越
後
時
代
の
年中行事だけでなく、金山・米沢移住後に創出された年中
行
事
を
も
指
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
か
か
る
一
八
世
紀
中
葉
の
色部氏当主の意識が斯くなるものであった事実を踏まえる
と
、
隆
長
期
の
一
連
の
編
纂
事
業
は
、
越
後
時
代
の
も
の
は
お
ろ
か、近世初期からの年中行事すら不明になっていたため、
「旧例」等の行事内容を集めて整備したと推定する事が出
来る。おそらく、寛文削封以後の給地支配状況の変化・他
家養子による家伝承の断絶・当主江戸語生活による給地支
配からの遊離等種々の相乗効果によって、当主は給地領内
の承たらず、家内の行事内容さえも混乱し、不分明な状態
戦国期在地年中行事の再生産構造（長谷川）
に
陥
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
を
憂
え
た
か
ら
こ
そ
、
隆
長
は旧来の年中行事を整備し直し、なおかつその過程で整備
さ
れ
た
屯
の
自
体
が
近
世
色
部
氏
の
「
家
内
」
の
年
中
行
事
と
し
て
意識されていったのであろう。そして、この時点で再度我
が
家
の
年
中
行
事
と
し
て
認
識
さ
れ
直
し
た
か
ら
こ
そ
、
現
代
ま
で
伝
承
が
続
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
米
沢
本
『
行
事
』
の
成
立
意
図
は
、
編
者
と
推
定
ざ
れ
同
じ天明期に「家風」を撰んだ色部至長の意識から窺える。
すなわち、至長の立場は『家風』の編者ではなく「撰者」
で
あ
る
か
ら
、
当
該
写
本
は
お
そ
ら
く
色
部
氏
の
家
内
で
天
明
期
に
伝
来
し
て
い
た
も
の
、
な
い
し
は
当
時
彼
が
必
要
と
し
た
内
容
を
行
事
と
し
て
記
録
し
た
も
の
と
ふ
ら
れ
る
。
別
稿
で
「
行
事
』
の
記
載
（妬）
削
除
部
分
が
米
沢
本
に
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
お
い
た
が
、
こ
の
故
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
至
長
段
階
で
編
ま
れ
た
米
沢
本
『
行
事
』
は
、
米
沢
藩
制
下
に
組
糸
込
ま
れ
淘
汰
さ
れ
て
一
八
世
紀
ま
で
に残った諸行事を、色部氏当主が越後時代の故実として伝
承
す
る
た
め
に
、
色
部
本
な
い
し
そ
の
流
布
本
を
転
写
す
る
こ
と
に
よって成立したと考える。
以
上
の
分
析
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
在
す
る
『
行
事
』
は
色部本・米沢本各々の成立背景が相違しているので、文言
や書写状況の違いだけでなく、各々の作成段階での意志の
四七
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本
稿
の
論
点
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
（１）慶長初年に越後↓会津↓米沢へと短期間に国替え・
転
減
封
を
繰
り
返
し
た
大
名
上
杉
氏
お
よ
び
そ
の
家
臣
で
あ
る
色
部
氏は、転封先で兵農分離による城下集住が不可能であった。
当
該
期
の
上
杉
氏
は
、
色
部
氏
等
旧
外
様
国
人
領
主
層
を
大
身
家
臣
と
し
て
優
遇
し
、
城
下
集
住
が
困
難
な
代
償
と
し
て
新
開
給
地
を
与
え
、
当
初
は
不
人
の
特
権
等
を
付
与
し
た
。
だ
が
、
二
度
の
国
替
え
違いも表われているのである。故に、近世写本の『行事』
を
め
ぐ
る
様
相
は
、
叙
上
の
論
証
の
み
で
も
数
段
階
の
画
期
を
経
て
変
化
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
世
に
行
な
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
年
中
行
事
と
近
世
の
そ
れ
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
結
び
付
け
る
こ
と
は
困
難
で
、
近
世
社
会
中
で
の
変
質
部
分
を
復
原
し
た
上
で
、
初
め
て
中
世
の
『
行
事
』
本
来
の
姿
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
る。つ
ま
り
一
般
的
に
年
中
行
事
と
い
う
史
料
は
、
個
別
行
事
の
事
例
や
そ
の
変
化
の
追
求
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
年
中
行
事
の
作
成
意
志
を
含
め
た
史
料
全
体
の
把
握
を
前
提
に
、
年
中
行
事
論
が
展
開
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
思
量
す
る
。
拙
稿
の
『
行
事
』
論
は
、
か
か
る
意
味
で
の
年
中
行
事
研
究
の
一
事
例
に
な
ろ
う
。
五
お
わ
り
に
法
政
史
学
第
四
十
三
号
や
寛
文
の
削
封
を
経
て
も
、
な
お
在
村
し
地
方
知
行
を
続
け
る
特
異
な
状
況
を
呈
し
て
い
た
。
（２）現在する『行事』祖本の成立時期は、色部本の祖本
成
立
時
点
と
ゑ
て
よ
い
。
そ
れ
は
米
沢
転
封
後
、
慶
長
七
年
に
元
服
し
た
当
主
色
部
光
長
が
前
述
の
よ
う
な
状
況
に
直
面
し
て
、
自
己
家
中
と
給
地
村
落
支
配
を
円
滑
に
行
な
う
た
め
、
越
後
時
代
の
『
行
事
』
を
領
域
統
治
の
手
本
・
技
術
書
（
マ
ー
ニ
ァ
ル
）
と
し
て
編
集
し
利
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
行
事
』
の
内
容
は
中
世
の
在
地
世
界
同
様
に
再
現
さ
れ
た
訳
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
近
世
米
沢
藩
体
制
下
に
お
け
る
、
色
部
氏
給
地
内
で
の
秩
序
確
立
の
た
め
に
再
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
（３）すなわち、近世米沢藩では上杉定勝治世の寛永期を
中
心
に
、
家
臣
団
統
制
を
企
図
す
る
「
俗
」
的
儀
礼
と
、
寺
社
の
法
会を中心とする「聖」的儀礼とから構成される上杉氏家中
年中行事が整備された。それは陪臣団である色部氏家臣団
の
年
中
行
事
に
も
影
響
を
与
え
、
近
世
色
部
氏
の
年
中
行
事
は
か
か
る上杉氏家中の重層的な儀礼の再生産の構造の中で、祭礼
の追加・変更整備を繰り返した。更に、色部氏当主の婿入り
による「家伝承」の断絶と在府ゆえの給地からの遊離が重
なり、一八世紀にはより限定された家内の行事へと縮小・
再生産されてその性格を変えていった。かかる武家社会の
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本来筆者は、この『行事』を再び中世の地域権力論の史
料
と
し
て
読
糸
直
す
意
図
の
下
に
、
史
料
批
判
と
そ
の
評
価
を
行
な
う
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
『
行
事
』
に
は
描
写
さ
れ
て
い
る
内
容
時
期
と
現
存
の
史
料
形
態
に
な
っ
た
時
期
と
に
は
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り、その相違の中に八中世越後色部領ｖと八近世米沢藩色
部氏給地ｖという二つの顔が存在しているのである。さら
に、これは近世武士団社会へ組糸込まれた過程で重層的に
再生産を繰り返した後の所産である。したがって、現存す
る色部本『行事』を素材として中世社会を読糸とるには、
一層慎重な史料批判と操作が必要であり、中世の事実を直
接反映した部分とそうではない箇所を区別しないで、歴史
的
事
実
を
引
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
況
や
米
沢
本
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
繰
り
返
す
が
、
そ
の
時
々
の
時
代
と
作
者
の
意
識
の
変
化
を
区
別
し
て
読
み
込
ま
な
い
限
り
、
『
行
事
』
本
来
の
世
界は生き返ることばない。なお、米沢藩における藩社会の
構
成
と
年
中
行
事
再
生
産
の
問
題
は
、
素
描
の
域
を
出
て
い
な
い
の
質的な変貌の流れの中で成立した、現在伝来している色部
本
・
米
沢
本
『
行
事
』
は
、
一
八
世
紀
に
至
っ
て
故
実
と
し
て
の
年
中
行
事
を
伝
承
す
る
た
め
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
強
い
て
言
え
ば
、
近
世
武
士
団
の
た
め
に
編
ま
れ
た
と
い
え
る
。
戦国期在地年中行事の再生産構造（長谷川）
で、後日の課題としておく。
註（１）「色部氏年中行事』の基礎的考察ｌ戦国期在地年中行
事
伝
写
の
意
義
ｌ
」
と
題
し
て
『
日
本
史
研
究
」
に
掲
載
予
定
。
（２）前稿でも述べたが、『行事』は『越佐史料』第四巻（高
橋義彦氏編、一九二八年）によって一部が紹介され、『色
部史料集」（井上鋭夫氏編、一九六六年）において全文が明
ら
か
に
な
っ
た
米
沢
市
立
図
書
館
所
蔵
本
（
以
下
、
米
沢
本
と
略
称）と、その後田島光男氏により新たに発見され、『越後
鮪卦色部氏史料集』□九七九年、以下『国人色部』と略
称）で紹介された色部宗嫡系の色部正長氏所蔵本（以下、
色部本と略称）の二本が現在伝来しており、その書誌的・
基礎的考察も田島氏によってなされている（「国人色部』
解
説
）
。
そ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
そ
の
筆
蹟
か
ら
色
部
本
は
色
部
隆
長
の
宝
暦
年
間
、
米
沢
本
は
色
部
至
長
の
天
明
年
間
迄
に
成
立したものであることである（前出田島氏解説、及び米沢
本ほか関係史料の所見による）。
（
３
）
代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
、
佐
藤
博
信
氏
『
色
部
年
中
行
事
』
について」（『日本歴史』二八八号、一九七二年）の家臣団
分析を中心とした国人領主色部氏の支配体制の研究、及び
こ
れ
を
中
世
の
「
民
俗
誌
」
と
し
て
読
み
、
領
主
の
心
意
統
治
技
術
を
解
こ
う
と
し
た
藤
木
久
志
氏
「
．
在
地
領
主
の
勧
農
と
民
俗
四
九
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ｌ
『
色
部
氏
年
中
行
事
』
ノ
ー
ト
ー
」
（
『
新
潟
史
学
』
九
号
、
一
九
七
六
年
、
の
ち
同
氏
『
戦
国
の
作
法
Ｉ
村
の
粉
争
解
決
ｌ
」
に
所
収
平
凡
社
選
書
一
○
三
、
一
九
八
七
年
）
、
そ
し
て
『
行
事
」
の
全
貌
を
余
す
所
な
く
検
討
し
、
「
心
意
の
世
界
」
か
ら
中
世
社
会
を
復
原
し
た
中
野
豈
任
氏
『
祝
儀
・
吉
書
・
呪
符
ｌ
中
世
村
落
の
祈りと呪術」（中世史研究選書・吉川弘文館、一九八八年、
これを中野④著書とする）をここであげておく。
（４）兵農分離に関する研究史は一九七○年代以前については
『岩波講座日本歴史第二六巻別巻〔一一一〕』（一九七七年）
に
詳
し
い
。
そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
、
近
世
史
の
側
か
ら
は
薩
摩
地
方
に
お
け
る
例
が
知
ら
れ
（
例
え
ば
、
北
島
万
次
氏
『
豊
臣
政
権
の
対
外
認
識
と
朝
鮮
侵
略
」
・
山
本
博
文
氏
『
幕
藩
制
の
成
立
と
近
世
の
国
制
』
共
に
校
倉
書
房
、
一
九
九
○
年
）
、
中
世
史
の
側
で
は
刀
狩
令
を
中
心
と
し
た
中
～
近
世
移
行
期
に
お
け
る
具
体
的
な
兵
艇
分
離
の
在
り
方
を
追
求
さ
れ
た
藤
木
久
志
氏
『
遇
臣
平
和
今
と
戦
国
社
会
」
（
東
大
出
版
会
、
一
九
八
五
年
）
を
代
表
的
な
研
究
と
し
て
あ
げておく。
（５）註（２）田島氏編「国人色部員註（３）中野④著書所収。
（６）米沢市立図書館所蔵、なお本稿で引用する史料は、本文
で
も
註
記
で
も
特
に
断
わ
ら
な
い
も
の
は
、
同
館
所
蔵
の
も
の
で
あ
る。
（
７
）
中
野
豈
任
氏
「
近
世
色
部
家
の
年
中
行
事
ｌ
『
色
部
氏
年
中
行
事
』
と
『
年
中
家
風
行
事
』
ｌ
」
（
『
新
潟
県
の
歴
史
と
民
俗
』
所
収、一九八八年。これを中野⑧論文とする）。
法
政
史
学
第
四
十
三
号
（８）本稿における『行事』の引用は、前稿同様に色部本を底
本
と
し
て
米
沢
本
を
註
載
し
た
『
新
潟
県
史
資
料
編
４
中
世
一一」（一九八一一一年）二一一一六一号「色部氏年中行事」を用
い、その引用箇所は何頁と貢数で表示した。なお、その他
の『新潟県史」資料編からの引用は、すべて『県史』何号
と略称する。
（９）永正一一一（’五○六）年長尾為景、永禄三（一五六○）年
上杉謙信「越後侍・衆・馬廻衆・信濃・関東大名衆等祝儀太
刀次第写」（『県史」八一一一一一号）、天正三（一五七五）年「上
杉家軍役帳」（『県史』八三九・八四○号）。
（、）「致知蝿」「侍組禄席掌故」。
（ｕ）「寛永八年分限帳」「元文五年先祖書」。
（皿）このことは、関東管領家の系譜を引く上杉氏が、室町期
に成立したといわれる武家右峨故実を越後時代から強く継
承していた表われと見るべきであり、近世期に幕府・諸藩
が故実・格式を尊重し、その諸礼式を整備、制度化してい
く時期にその傾向は一厨強まったといえよう。その基本と
なった秩序自体が越後時代のものである点は重要である。
（、）「御代々御式日」「編年文書」。
（ｕ）『上杉家御年譜』はこれを越後から会津への移転期のも
のとするが、ここでは慶長一七年の廟堂移転に比定した。
（応）「上杉家年中行事」。
（咽）「御堂年中行事」。
（Ⅳ）「年中行事」「上杉家年中行事」。
五○
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（焔）「定例明鑑」「米沢雑事記」等。
（旧）「年中行事」。これら米沢藩の寺院統制については、藩政
史
研
究
会
編
『
藩
制
成
立
史
の
綜
合
研
究
米
沢
藩
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
年
。
以
下
『
藩
制
米
沢
藩
』
と
略
称
）
も
参
照
。
（別）中世武士団におけるこうした成果としては、奥田信啓氏
『中世武士団と信仰」（柏書房、一九八○年）・豊田武氏「
武士団と神々の勧請」（豊田武著作集第五巻『宗教制度史』
所収、吉川弘文館、一九八二年）をあげておきたい。
（Ⅲ）『県史』三一七号。
（皿）日野久美子氏「豊臣期および徳川初期の国替えの実態に
ついて」「宜教師から見た豊臣期の国替え」ｓ新潟史学』
二一、二一一一号）。『新潟県史通史編２中世」（一九八七
年）第五章同氏執筆部分。
（羽）「県史』二○七四号。
（型）『県史』二一一一六二号「色部氏家中覚」（以下「家中覚」と
略称）、「当家」。
（妬）色部長真死後の色部家中は、一族庶流の色部長影と重臣
田
中
長
幸
を
中
心
と
す
る
後
見
体
制
が
と
ら
れ
て
い
た
（
別
稿
参
照）。
（配）「当家」。牛屋長要は「家中覚」からも米沢への移動が窺
える（別稿参照）。おそらく、『行事」に見える父牛屋長能
が三瀦氏の家督を継いで小国城番（現山形県西置賜郡小国
町
）
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
弓
藩
制
米
沢
藩員「平姓牛屋家系」）。
戦国期在地年中行事の再生産構造（長谷川）
（汀）『県史」一一四九》二○五四二○五五号、「県史通史
編
２
中
世
」
第
四
章
第
二
節
等
、
こ
れ
ら
か
ら
上
杉
景
勝
政
権
は
譜
代
の
直
江
兼
続
、
新
譜
代
（
信
濃
衆
）
の
須
田
満
親
、
外
様
（
揚
北衆）の色部長真を代表とする体制で領国支配を行ったこ
と
が
わ
か
る
。
揚
北
（
阿
賀
野
川
以
北
）
地
域
に
お
い
て
は
、
天
正
二
年
の
中
条
氏
と
吉
江
氏
の
養
子
縁
組
に
よ
る
事
実
上
の
譜
代
化
が
、
天
正
一
五
年
以
降
の
色
部
氏
の
相
対
的
な
政
治
的
地
位
の
上
昇
を
も
た
ら
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
（配）『県史』一六九七号及び「古案記録草案」二（以下「古
案」と略称）「色部長真覚書案」前書。また「当家」によ
れ
ば
、
光
長
は
伯
父
で
あ
る
直
江
兼
統
の
影
響
を
受
け
て
成
長
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
（四）「直江兼続仮名一字状」Ｓ国人色部』所収）。
（
帥
）
こ
の
間
の
経
過
に
つ
い
て
は
「
山
形
県
史
通
史
編
第
二
巻
近
世
編
上
』
（
一
九
八
五
年
、
以
下
『
山
県
史
二
近
世
上
」
と
略
称）を参照。
（別）「上杉氏知行方目録」負県史』一五七九号）。
（
聖
『
藩
制
米
沢
藩
』
・
『
山
県
史
二
近
世
上
』
、
長
井
政
太
郎
氏
「上杉藩の郷土聚落の研究』（一九五六年、その後一九八二
年に山形郷士研究叢書二として国書刊行会より復刊）等を
参照。
（
畑
）
『
藩
制
米
沢
藩
」
・
『
山
県
史
二
近
世
上
」
を
参
照
。
例
え
ば、米沢藩における色部氏は侍組三番衆筆頭に位置し（「侍
組禄席掌故』、その席次においても越後国衆として中世以
五
一
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来
の
大
身
家
臣
の
処
遇
を
受
け
た
。
（型）「寛永八年分限帳」。
（躯）山形大学所蔵文書。
（記）「編年文書」所収寛永二一（一六四四）年九月、御検地
之書出。
（師）「寄合帳」寛永一九（一六四二）年閏九月一四日条・寛
永一八（一六四一）年六月「徒」に見る窪田村麹作り取締
り一件等。
（胡）前出註（別）。
（羽）前出註（３）藤木氏論文、中野氏④著書。
（側）前出註（３）中野氏④著書、註（７）中野氏⑧論文。
（虹）田浪龍之氏「上杉転封随伴寺社考」（『越後地方史の研
究
』
所
収
二
九
七
五
年
）
。
（狸）「古案」一一「千眼寺点衣の節、御添簡御案の写」（元和三
年、『色部史料集』所収）。
（蛆）椀飯（境飯）については、ここでは村井章介氏「執権政
治の変質」（『日本史研究』二六一号、一九八四年）、保立
道久氏「荘園制的身分配置と社会史研究の課題」ｓ歴史評
論』一一一八○号、一九八一年）、及び二木謙一氏『中世武家
儀
礼
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）
等
を
参
照
。
な
お
こ
の
点
を
含
め
た
中
～
近
世
期
に
お
け
る
正
月
行
事
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
加
藤
秀
幸
氏
「
武
家
年
中
行
事
中
正
月
規
式
の
座
次
に
つ
い
て」（「日本歴史』四一五号、一九八二年）も参照。氏は島
津・毛利・秋田佐竹氏等の正月行事の分析から特に座次に
法
政
史
学
第
四
十
三
号
つ
い
て
儀
礼
制
度
及
び
思
想
史
的
立
場
か
ら
興
味
深
い
史
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
察
す
る
点
は
多
く
あ
る
も
の
の
、
上
杉
・
色
部
氏
に
関
す
る
限
り
は
十
分
な
追
求
で
は
な
い
。
（似）元和五（一六一九）年に直江兼統、元和九（一六二一一一）
年
に
上
杉
景
勝
が
死
去
し
、
米
沢
藩
政
か
ら
越
後
時
代
の
遺
制
は
ほ
ぼ
消
滅
し
、
上
杉
定
勝
の
治
世
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
（「上杉年譜」「紹襲録」「御代々御式日」等）。定勝期以降
の
経
過
に
つ
い
て
は
『
藩
制
米
沢
藩
』
も
参
照
。
（妬）米沢市立図書館所蔵。前出した「平姓牛屋氏家系」等も
隆
長
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
奥
書
に
は
庶
家
の
依
頼
に
よ
り
隆
長
が
編
纂
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
も
色
部
家
当
主
と
家中の意識が窺われよう。
（蛆）田島光男氏「祝儀・吉書・呪符」の書評にかえて」（「か
ふくひむし」七○号、一九八八年）を参照。
（幻）『藩制米沢藩』・『山県史二近世上」参照。
（蛆）「致知愛」「侍組禄席掌故」。
（伯）反町家文書雑文書の一七～一九（『色部史料集」所収）。
（印）「色部系図」『当家』。
（副）『県史』二三六一号から引用する。
（病田）
一
、
八
月
十
五
日
二
、
同
は
く
さ
ん
よ
り
や
ふ
さ
ミ
ま
つ
り
の
と
き
、
す
こ
う
一
ひ
つ
、
御
さ
か
な
三
献
に
て
上
り
申
侯
、
（
七
五
六頁）
一、同八月拾五日一一、八まんの宮より、強飯一はち・酒一
双にこり酒・さかな三献一一而上申侯、（七五七頁）
五
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（弘）日本三熊野の一つとされ、九世紀の創建と云う。同社の
伝
承
記
録
に
よ
れ
ば
、
建
長
六
（
一
二
五
四
）
年
伊
達
氏
一
門
の
東
昌
寺
覚
仏
入
道
が
長
井
氏
の
命
を
受
け
て
熊
野
宮
を
再
興
し
た
と
い
う
。
同
社
に
は
明
応
七
つ
四
九
八
）
年
八
月
一
日
の
年
記
を
有
す
る
鋼
造
鍔
口
銘
が
あ
り
、
、
ま
た
代
々
伊
達
氏
の
崇
敬
を
受
け
た
置
賜郡・北条荘の鎮守であった様である。近世でも北条郷の
総
鎮
守
と
し
て
米
沢
藩
の
保
護
を
受
け
た
。
な
お
、
同
社
内
に
は
伊
（光長）
達
氏
・
色
部
氏
が
祠
ら
れ
て
い
る
（
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
六
・
（
田
）
和
銅
五
（
七
一
二
）
年
勧
請
。
中
世
期
に
は
暦
仁
年
間
に
長
井
（大江）時広が長井宮城郷の惣鎮守として再興。以来明徳
年間の伊達政宗、文録年間の蒲生氏郷等も置賜郡・米沢の
惣鎮守として保護した。近世では米沢藩上杉氏が尊崇し、
二五石の黒印地を受けて大行院が別当となり、厚く保護さ
れ
た
と
い
う
「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
六
・
山
形
県
』
一
九
八
一
（
ご
「
当
家
」
に
よ
れ
ば
、
当
初
は
両
千
眼
寺
間
で
住
持
の
交
流
も
あ
った模様である。しかし、「行事』の孟蘭盆会の供料上納
の
記
事
に
見
る
如
く
（
七
月
一
四
日
条
、
七
五
四
頁
）
、
越
後
時
代
（犯）『行事」に見える布施又七は、吉書始め、御番始め等の
儀礼中において御酌人を務めており、諸寺への使者、家内
の行事にも散見している。『当家」とあわせて考えた場合、
布
施
氏
が
中
世
以
来
色
部
家
の
行
事
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
戦国期在地年中行事の再生産構造（長谷川）
山形県』等）。
年等）。
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
〔付記〕本稿
は
、
本
来
別
稿
（
日
本
史
研
究
）
の
後
半
部
分
に
あ
た
る
も
の
であったが、都合により論文の発表順が前後したことを御海
容
願
い
た
い
。
な
お
、
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
中
野
栄
夫
先
生
に御指導をいただいた。末筆ながら感謝の意を表する次第で
ある。 の色
部
氏
の
位
牌
所
は
、
千
眼
寺
の
本
寺
に
あ
た
る
村
上
耕
雲
寺
・
岩
船
諸
上
寺
等
屯
そ
う
で
あ
っ
た
た
め
、
色
部
氏
は
後
に
こ
れ
ら
の
寺
院
に
も
位
牌
料
を
寄
進
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
（髄）別碕第二章二節及び〔表Ｂ〕参照。
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